
ワイズメンズクラブの目的
1.個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭＣＡの活動を支援する
2. ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する
3. 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する
4. 宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員達を啓発し、積極的に参加させる
5. 健全な交友関係を作り出す
6. この協会の国際・地域・区の事業を支援する。

強調月間：CS、ワイズ メネット
日時：3月9日（水）
　　　19：00～20：30
会場：ZOOM開催
司会：小林
〈プログラム〉
＊開会挨拶、点鐘、ワイズソング
＊ゲスト、ビジター、メンバー紹介
＊プログラム：「リーダーが語るYMCA」
（今年度学校ご卒業のリーダー３名より）
＊連絡、報告、にこにこ
＊閉会挨拶、点鐘：渡辺会長

＊３月ハッピーバースデー 山口さん (3/28)

2月例会報告　　　　

　　　　　　

　　東京武蔵野多摩ワイズメンズクラブ
東京ＹＭＣＡ西東京コミュニティーセンター内　〒186-0002東京都国立市東1-4-20-102

TEL 042-577-6181 FAX 042-577-5574

【 2021～2022主題 】
国際会長                 キム・サンチェ  「Y’s Men with the World」
アジア太平洋地域会長  大野　勉　      　「Make a difference beyond the 100th」
東日本区理事　　　  大久保　知宏　  「私たちは次の世代のために何ができるか？」
あずさ部長　　　　  長谷川　あや子  「道を拓く～愛と協力によって」
東京武蔵野多摩会長  渡辺　大輔　　  「原点に立ち返って何ができるか考えよう」

【クラブ役員】
会　長　　渡辺　大輔
副会長　　小林　文彦　
書　記　　山口　直樹
会　計　　宮内　友弥

　２０２２年３月２日発行　２０２２年３月号（通算２５８号）　

2022年

3月の聖句

ＩＢＣ　Tsim Sha Tsui Y‘s Men’s Club（香港）、Seoul Han Yang Club（韓国）
ＤＢＣ　神戸学園都市ワイズメンズクラブ　

３月例会の予定
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在籍者 １０名

出席者 ８名

メーキャップ １名

出席率 ９０％

ゲスト（リーダー） ０名

ビジター ０名

メネット・コメット ０名

にこにこ ０円

御言葉はあなたの近くにあり、あなたの口、あなたの心にある　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマの信徒への手紙　第10章8節

ワイズメンズクラブモットー　強い義務感をもとう　義務は全ての権利に伴う

ワイズの信条
1.自分を愛するように隣人を愛そう
1.青少年のためにＹＭＣＡに尽くそう
1.世界的視野をもって国際親善を図ろう
1.義務を果たしてこそ権利が生ずる事を悟ろう
1.会合には出席第一、社会には奉仕第一を旨としよう

ワイズメンズクラブの目的
1.個人的にもまたクラブとしても、その奉仕活動を通じてＹＭＣＡの活動を支援する
2. ワイズメンにふさわしい他の団体を支援する
3. 地域社会や国際的な問題に関心を持ち、一党一派に偏らない正義を追求する
4. 宗教・社会・経済・国際などの諸問題について会員達を啓発し、積極的に参加させる
5. 健全な交友関係を作り出す
6. この協会の国際・地域・区の事業を支援する。

「コロナ騒動での雑感」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊佐 節子　　　　

　２年続きのコロナ騒動でワイズの例会が通常通り実施出来
ず、ＺＯＯＭでの参加が行われて来た。
　コンピューターに強い渡辺会員の指導の下、どうやらこう
やら参加出来ている。年齢構成によっては、デジタル機器に
弱いクラブも存在していると思われる。
　感染予防のため、対面での例会中止を余儀なくされて２年
が経過する異常事態が続いている。デジタル世代に遅れを
とっている世代の私は、機器の約束事の理解が大変で、設定
したＩＤや暗証番号を忘れたり、タッチが上手くいかないこ
とが多い。
　携帯電話もコンピューター機能付きのデジタル機器となり、
便利にはなったが、備えられた機能を十分に利用できない状
態である。チャーター当時は、固定電話、郵便により連絡が
行われていたが、コピーとＦＡＸが加わり便利になり、ブリ
テンの原稿も原稿用紙での提出がワードの使用に変わり、現
在では、メールとラインの通信が主流となった。
　現在では、コロナ騒動で、ＺＯＯＭ例会へと自然に移行し
て、否が応でもアナログからデジタルの世界に突入している。 

　コロナワクチンの予約、オンライン診療、電子マネー、
等々が電波を通して宣伝されても、立ち往生の世代は、適応
出来ない事も多い。
　ワイズの会員であったため、強制的に体験できた不充分な
アナログ体験は、ラッキーな事だったのだ!



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２２年３月号

２月例会の様子
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＜２月例会記録＞
２０２２年２月９日（水）　1９：００～２０：３０（ZOOM開催）

出席者；渡辺、板村、小林、伊佐、宮内、中村、山口、出沼

＊２月例会では、東京武蔵野多摩クラブがホストを務めるあずさ部評議会（後述）の進行について協議しました。

（中村　吉孝）

「評議会を開催して」

　2月12日(土)にあずさ部第二回SDC評議会を開催した。あずさ部第二回評議会担当クラブの一員として、この評議会
への願いと感想を述べたいと思う。
　準備を始めたころはコロナ感染が急速に収まりつつあった時期で、部長の意向もあり、あずさ部の皆で顔を合わせる格
好の機会に出来る評議会にしたいと思い、計画を進めた。食事も共にする時間も作りながら、お互いの懇親も図りたいと
の願いもあった。
　ワイズ活動が低迷している中で、コロナが追い打ちをかける厳しい現実の中、反転への第一歩としたいとの気持ちが皆
の中で高まってきた。会場も、それにふさわしいものと考え、国立駅近くの会場を早々と押さえた。内容も、ワイズ活動
の継続をしっかりと考えていこうとのことで、S(サスティナブル)D(ディストリクト)C(コンシル)評議会とした。講師
に開発教育に昔からかかわっていて、SDGsにも大変詳しい上條直美さんにお願いし、我々のワイズ活動の持続と発展に
ついて考える機会としたいと考えた。
　しかし、昨年暮れからまた、コロナ感染が急増し始め、残念ながらズーム開催とならざるを得なかった。ただ、講演会
も含めて内容を出来るだけ変更しないで実施することとした。
　当日は、他クラブからの参加者もあり、多くの方に参加してもらえた。(約50人)また、上條さんの講演は大変すばら
しく、SDGsの基本的な考え方や、今の私たちにできることや考えなければならないことがしっかりと伝わってきた。誰
一人取り残さない平和で自由な社会の構築が大切で、今の状況を足元から見直し、持続していくために何をすべきかを考
えることの大切さを再確認させられました。ワイズ活動についても、大変参考になる内容で、様々なヒントを頂いたと
思った。
　また、少人数での話し合いの時間ももて、久しぶりに仲間の声が聴けたことも、うれしかったことの一つ。ズームは多
くの仲間と出会える良さがあるが、顔を見るだけで他のメンバーとの交流がなかなかできず、今までは消化不良の感が強
かった。今回は少人数での話ができたことがあり、大変良かったと思う。次の長野での評議会では、直接対面できること
を願う。
　この評議会がワイズの持続可能性を考えるきっかけとなっていることを願う。

（山口　直樹）

＜神戸学園都市クラブ例会に参加して＞

　2月17日に我々の兄弟クラブである神戸学園都市クラブの例会にズーム参加した
　卓話は僧侶である小池陽人さんで、「心豊かに、生きる」という話をきいた。小池さんは高校までは八王子に住んでい
たということで、その時代の話あり親しみを覚えて聞けた。仏教の教えに基づいたお話で、大変わかりやすく、今の大変
な時代の生き方を教えてもらえた。誠実に今の状況を前向きに受け入れていくことの大切さを感じたところである。
　いつものことだが神戸学園都市クラブの例会は他クラブからの参加も多く、西日本ワイズのつながりの強さを感じる。
コロナのもたらしたものの中で大変な苦労も多いが、得られたものも多くある。その一つが、他クラブの例会などを簡単
にのぞくことができるようになったことであった。感謝。でも、余計に直接顔を見たくなったことも事実である。
　武蔵野多摩からは、板村さん、宮内さん、山口が参加した。

（山口　直樹）



今月および今後の行事予定

　３月　５日（土）次期会長研修会
　３月　９日（水）19:00-20:30　３月例会、ZOOM開催 （西センターの今年度学校ご卒業のリーダー３名を迎えて）
　３月２３日（水）19:00-20:30　第2例会、ZOOM開催
　４月２，３日　さくらフェスティバル（各自自由参加）
　４月１３日（水）19:00-20:30　４月例会（佐藤次期理事に卓話を依頼）
　４月２０日（水）19:00-20:30　町田地区３クラブ合同例会
　４月２７日（水）19:00-20:30　第2例会、ZOOM開催
　５月１１日（水）神戸学園都市クラブとの合同例会の予定
　５月１４日（土）あずさ部評議会（長野）
　５月２５日（水）19:00-20:30　第2例会、ZOOM開催

　　　

コロナの影響を鑑み３月の
第１例会もZOOMのみの開催に変更
します（４月の第１例会は今後検討）

＜東京ＹＭＣＡ便り＞

▼1月29日「第16回子育て講演会」オンライン配信
　汐見稔幸氏（東京大学名誉教授、白梅学園大学名誉学長、日本保育学会理事、ＮＨＫ「すくすく子育て」の講師としても活躍）
に「ポストコロナ・これからの時代に向けて！子育てで大切にしたいこと」と題してお話しをしてもらった。子育てをしている
保護者を中心に414名が参加し好評であった。会員と職員有志による子育て講演会実行委員会が準備と運営を担い、28団体（法人）
より協賛をいただいた。

▼第23回愛恵エッセイ募集「豊かな福祉社会を創るために」愛恵福祉支援財団との共催
　「パンデミック（感染症）と私たち」をテーマに作品を募集したところ、一般の部127人、専門職の部7人、学生の部139人から
応募があった。今後、審査会で選考された入賞者が表彰を受ける他、入賞作品を集めた作品集が発行される。

▼今後の予定
　3月13日　「第23回libyチャリティーコンサート」
　会場：山手センター（オンライン配信もあり）
　出演：越智光輝とゆかいな仲間たち／三菱商事コーラス同好会（映像出演）

（出沼一弥）

＜東新部3クラブ合同例会に参加して＞

　２月１日(土)Zoomにて開催された東新部３クラブ（多摩地区在の町田コスモス、多摩みなみ、町田スマイリング）合
同例会に板村さん、中村さん、山口さん、渡辺さんと共に参加。1９時にホストの多摩みなみクラブ伊藤会長による開会
点鐘、挨拶に続き、伊藤恵理夫さん（伊藤会長のご子息）の入会式が松香部長の立ち会いの下行われた。
　その後「ワイズが出来ること-YMCAと共に-」と題して山田公平さんによるスピーチ、約４０分の興味深いお話の中で
ユースを支援するためのプログラムの提唱、ミャンマーの現状と支援の呼びかけ、TOFについてのわかり易い解説が
あった。
　今回の参加は、コロナ禍の閉塞感を打破し、部の壁を越えていろんなクラブとの交流を図ろうとの渡辺会長の提案&ア
レンジで実施されたもの。参加者は当クラブの５名を含め２１名。
　久しぶりに他部のワイズ仲間との交流を楽しんで20時30分お開きとなった。

（宮内　友弥）
合同例会の様子


